
 
【課題対応力：やりぬく力・えがく力・かかわる力・ささえる力・みつめる力】 

 

 

 

 

 

 

 

 ＩＣＴ活用 ＋ 情報活用能力の育成  

 

教育目標 「正しい判断 たくましい実行」 

重点目標 学校教育全体で行うキャリア教育 

具体的取組 ５つの資質・能力（課題対応力）による教育活動の計画（P）・実践（D）・評価（S） 

研究主題 地域社会との連携と協働による課題対応力の育成（３年目） 

～深い学びを実現するキャリア教育の推進を通して～ 

取組１  課題対応力の育成を意識した「学び合い」の授業実践  

指導場面 共通実践事項  課題対応力 

１ 課題提示 ① 学習問題（◎二重丸）の提示 ⇒ ① 最後までやりぬく力 

２ 学習過程 ② 本時の学習の流れの提示・学習のつながり ⇒ ② 将来をえがく力 

３ 学習活動Ⅰ ③ 話し合い活動の工夫 ⇒ ③ 人とかかわる力 

４ 学習活動Ⅱ ④ 教え合い活動の工夫 ⇒ ④ まわりをささえる力 

５ まとめ ⑤ 振り返りの時間の設定 ⇒ ⑤ 自分をみつめる力 

 

取組３ ３年間のストーリーのある 

総合的な学習の時間の実施と評価            
 
 
 

■１年生「地域を知る」  
  ↓  農業体験学習 地域ＰＲＣＭづくり  
■２年生「地域で学ぶ」 
  ↓  職場体験学習 地域ＰＲ商品の開発  
■３年生「地域を考える」 
     地域ＰＲ商品販売体験 福祉施設訪問  

令和 2 年度 大島中学校 校内研究グランドデザイン 

取組２ キャリア教育を中心としたカリキュラム・ 

    マネジメント～地域と連携・協働した授業の工夫～ 
 

 □キャリア教育を中心とした年間単元配列表の作成 
 

■地域の事業所を活用したマイ箸づくり 
■地域資源を活かしたオリジナル弁当づくり 
■地域の農業高校、商業高校との連携授業 
■地域の方から学ぶ包丁研ぎ講座、木工教室 
■  など       

 

「情報収集・ 
活用」ツール 

「学び合い」 
ツール 

「連携・協働」 
ツール 


